
Title 米国の食物動員論
Sub Title
Author 増井, 幸雄

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1917

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.11, No.6 (1917. 6) ,p.806(100)- 819(113) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 雑録
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19170601-

0100

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


姑
十
一
卷

(

八〇六

〕

雜

錄
来
阀
资
物
朐

11
説

米
國
の
食
物
動
員
論

.

增

ヰ

幸

雄

私
は
三
年
以
前
迄
は

「

泐
員

」
VJ S

ふ
語
を
ば
、
單
に 

®:
事
上
の
自
的
を
以
て
兵
員
を
動
か
す
の
意
味
に
於
て 

の
み
了
解
し
て
居
づ
た
の
で
あ
る
が
、
歐
洲
戰
爭
の
開 

始
以
來
屢
々「

エ
業
»
員
し
と
か「

金
»
上
の
®
員」

ビ

か 

「

證
券
泐
嵐」

ビ
か

い

ふ

如
き
熟
語
に
會
す
る
こV

J
に
な 

り

’
今
月
の
始
め
シ
力
ゴ
K
到
る
の
途
上
汽
带
中
に
於 

て
又
々「

食
物
動
員」

ビ
い
ふ
新
ら
しs

熟
語
に
接
す
る 

こ
ビ
に
な
つ
て
、
爾
後
每
日
此
の
新
熟
語
に
御
目
に
か 

>
ら
ぬ
日
とV

は
な
い
。
今
や
米
國
は
對
獨
宣
戦
の
件 

を
議
會
R
協
る
少
し
く
以
前
か
ら
し
.て
引
續
き
上
下
を 

擧
げ
て
此
の
^
題
に
頭
を
惱
ま
し
て
居
る
の
で
あ
つ
て 

議
論
は
日
冷
に
喧
し
ぐ
な
り
政
府
並
に
民
問
に
於
て
提 

唱

し

又

は

-«
用
す
る
所
の
手
段
政
策
は
别
々
に
そ
の
步

第
允
號 

一
0
0 

を
進
め
て
«
&
苑
ん
ど
^
.の
IJ
S
Jh
す
る

所
を
免
ら
な
い 

と
い
ふ
有
欉
で
あ
る
。
故
に
そ
の
一
段
裕
を
隹
ぐ
る
に 

至
る
の
日
を
待
た
ず
し
て
妓
に
を
の
®
槪
を
稿
記
し
て 

見
や
ぅv

j

思
ふ
。

米
國
は
從
來
中
立
の
地
位
に
在
る
他
の
謝
農
業
國
と 

共
に
獨
逸
侧
へ
も
又
聯
合
軍側

：：

へ
も
諸
■
の
物
資
を
供 

給
しV

居
：つ
た
の
で
あ
る
が
、

一
度
獨
逸
に
向
つ
て
宣 

戰
し
塊
地
利
と
も
國
交
を
斷
っ
に
至
っ
て
以
*
は
全
然 

聯
合
®
側
へ
、
就
中
食
料
品
の
點
に
於
て
最
も
困
雞
を
〃
 

感
じ
っA

あ
る
英
、
#
、
伊
の
三
國
に
向
っ
て
全
力
を 

擧
げ
て
助
力
を
與
へ
な
け
れ
.ば
な
ら
ぬ
地
位
に
立
つ
に 

至
っ
た
、
殊
化
英
侧
伊
の
諸
國
は
從
來
の
如
く
露
西
亜

T

マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
等
の
諸

國
か
ら
食
料
を
仰
：ぐ

，j vj

能
は
ざ
る
か

又
は
頗
る
困
難 

を
威
す
る
に
至
っ
た
の
で
、
今
や
全
然
米
國
に
賴
る
乙 

ぐ
し
に
な
っ
.
-72
の
で
あ
る
。
而
も
米
國
は
自
國
の
給
養
の 

上
に
於
て
は
從
來
i
り
も
益
々
多
く
の
物
資
を
要
す
る 

に
至
る
乙VJ

は
あ
つ
て
も
そ
の
減
少
?:
來
す
が
如
き
は

1 — — ；；•— て— r ，- ー .

到

成

あ

b

得

べ

か

ら

ざ

る

所

で

あ

る

か

ら

、

今

日

来

國

 

に

於

け

る

食

料

供

給

の

問

題

は

對

內

的

に

も

對

外

的

に

 

も

益

々

重

喪

を

刺

.
へ

る

に

至

つ

穴

の

で

あ

を

。

然

る

に

 

米

國

の

食

料

品

供

給

狀

態

は

頗

る

.ク

リ

チ

ヵ

ル

な

地

位

 

に

立

っ

て

居

る

？

農

務

省

の

發

表

に

ょ

れ

ば

、

昨

年

度

 

の

收

權

は

前

年

度

に

比

鞭

し

て

玉

蜀

黍

は

三

割

七

分

三

 

厘

、

小

#

は

ニ

割

三

分

八

厘

、

燕

麥

は

三

割

九

分

六

厘

 

«

齡

寒

は

三

割

七

分

三

厘

だ

け

を

れ

ぐ

減

少

を

來

し

 

T

.
居

っ

た

、

而

し

て

本

年

度

の

收

«

豫

想

は

三

月

一

日

 

の

.

®
狀

sr
r

記

.

.の

.勿

く

不

作

な

り

し

昨

年

度

の

收

*

に

 

比

較

す

れ

ば

觅

に

玉

蜀

黍

は

H

割

六

*:
、

小

麥

は

一

割

 

五

.分

八

厘

、

燕

资

は

三

割

一

分

五

M

、

.
馬

齡

藥

は

.

(

本

 

年

贺

頭

R

於

で

)

四

割

®

分

^

け

少

な

い

ブ

レ

.い

ふ

事

1it 

の

下

に

a：
る

。

3E
に

®

喪

食

料

品

.允

る

小

麥

の

み

に

就

. 

V

見

れ

ば

、

四

月

1

日

の

豫

想

で

は

各

小

麥

の

收

獲

は

 

四

僦

三

千

®

ズ

"

シ

ェ

ル

で

前

年

度

ょ

り

も

一

割

五

分

' 

少

な

い

、

之

を

前

十

ヶ

年

問

氓

均

收

欐

に

比

較

す

れ

ば

. 

約

ニ

韵

三

分

少

な

.S
。

然

る

に

、

「

イ

ン

タ

I

ナ

シ

ヨ

ナ

ル

* \

 

I

、工

ス

'
.
タ

丨

*

.コ

.

ン

パ

.
.一
一

の
計
箅
に
X
れ
ば

右
の
農
務
省
の
豫
想
ょ
6
も
览
に
少
な
ぐ

I

一
 I

億
八
千
蒗 

ブ
ッ
シ
ナ
ル
と
發
表
さ
れ
て
居
る
、
苦
し
之
に
據
るVJ 

す
れ
ば
前
十
年
艰
均
«|
ょ

6

も

二一

割
の
減
收
ビS

ふ
こ 

V
J

に
な
る
。

B
V-
F
. Yo

a
k
u
m

 
■氏
の
説
に
ょ
れ
ば
米
國 

に
於
け
る
小
麥
の
消
費
激
は
«
モ
用
の
分
を
も
含
め
る 

ビ
％
0は
一
人
に
つ
き
一
ケ
年
間
に
七
ブ
ッ
シ
エ
ル
を
要 

す
る
の
で
ぁ
る
が
、
今
年
は
を
れ
.が
五
、

V

ッ
シ
エ
ゲ
レ 

か
な
い
、
六
瓦
五
十
萬
の
農
说
が
一
億
の
人
口
を
養
は 

な
付
れ
ば
な
ら
ぬ
、
®

a
ず
れ
ば
三
中11 〖

西
范
人
の
員
' 

民
が
S
:分
の
外
に
猶
ほ
六
千
七
百
萵
人
の
人
口
を
抉
持 

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
割
合
に
な
つ
て
居
る
ビ
い
ふ
こ
と
で
あ 

る
。
食
物
の
不
足
は
單
に
前
記
の
#
類

野

菜

^

^

き

植
 

物
«
の

も

の

の

...み

に

止

ま

.ら
ず
し
て
他
0
働
歟
«
.の
：
も' 

0
に
も
及
ん
：で
居
^
。
四
月
一
日
の
調
避
に
ょ
れ
ば
、 

昨
年
の
同
0
に
比
し
て
、
乾
酪
は
一
削

八
分
、
鷄
卵
は 

三

割

六

分

：
、
，

*
脂

は

：，
四,
ニ
分
、
冷
羊
肉
ぼ
.

I.

割
九
分
：
 

冷
脉
陶
は
三
.割
八
分
、
鹽
潰
豚
肉
は
一
割
二
分
の
減
少

笕
十】

卷
.
•(

八
〇
七〕

货
，>
^

5
i

-:
I .
.
.
-
- 

- 

- 

-
- 

-
-
-
^
-

1
^
.
-
-
. 

i
=
T
~
i
n
M
=
s
-
.
l
l
s

5
1l
r
,
l
l
r
_
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十1

饴

(

八〇
八)

-
雜
錄
米
闽
食
物
蝴
铽
論

 

一
 

〇
ニ

を
來
し
唯
冷
平
肉
が
九
分
、
®
溃
牛
岗
が
一
割
一
分
、

騰
貴
は
今
後
二
三
ヶ
月
の
問
に
播
秫
す
べ
き
赤
小
麥
其 

牛
酪
が
八
制
の
增
加
を
來
し
た
る
に
過
ぎ
な
い
。
か

、

他
秫
々
の
殻
類
野
菜
並
に
家
蒂
の
®
加
-

H

ょ
つ
て
の
外 

る
#
欉
で
あ
る
か
ら一

般
食
料
品
の
騰
貴
す
る
の
は
當
は
根
本
的
に
救
ふ
逍
が
な
い
。
で
若
し
を
れ
.が
，.失
敗
す

然
の
結
果
で
あ
る
。
四
月
の
始
め
に
於
て
小
#
は
?a
金 

取
引
で
一
ズ
ッ
シ
ェ
火
ニ
雜
+

一
 
仙
四
分
0 '
'
一
 

？
い
ふ
。

，
 

千■

八
西
六
十
九
年
以
來
の
最
高
價
に
土
ぅ
、
猶

猶

はj 

一
打
三
十
芄
仙
乃
罢11

十
八
仙
、
小
麥
粉
ー
バ
ー
レ
ル 

十
卵
七
十
仙
とS

ふ
何
れ
も
今
頃
ミ
し
て
は
異
常
の
高 

價
を
示
し
、
雞

肉

はI

封
度
ニ
十
五
仙
.と
い
ふ
珍
«
、

平
肉
は
一
.封
度
に
つ
き
半
仙
乃
至一:

仙
の
騰
貴
を
來
し 

家
畜
は
苗
封
度
に
つ
き
十
三
弗
十
五
仙
とS

ふ

高

.
®
、 

凡
て
三
十
八
部
來
の
記
錄
を
破
づ
>

居
る
。(

以
上
、
雞 

卵
を
除
く
の
外
は
凡
て
卸
資
代
價
に
就
て
V
あ
る
。)

四

I 

月
十
日
に
發
表
し
/
a

Dcc
n
nの
■

に
ょ
れ
ば
パ
ン
の
、

 

历

來

,̂
、
味
類
、
？
赂
ロ
5
、
果
物
、

,i
l
4i
L
の
食
料
ロ
nr
、
 

並
に
衣
服
®
他
を
弗
均
t
る
と
歐
洲
戰
亂
開
始
當
時
の 

千
九
两
十
四
年
八
月
ー
口
に
比
し
て
約
五
割
七
分
の
騰 

貴
に
な
る
ビ
い
ふ
。
か
く
の
她
き
食
料
品
の
不
足
並
に

る
と
す
れ
ば
今
#
到
底
食
料
品
缺
乏
の
®

0
に
會
は
な 

け
れ
^
な
>
v
s乙V 」

>
な
る
。
こ
れ
米
國
民
に
ビ
.つ
て 

は
間
國
以
來
#
て
經
驗
し
た
こ
と
の
な
い
由
々
し
き
一 

大
珙
で
ぁ
る
。
單
は
米®
に
^
つ
てJ

大
事
で
ぁ
る
の 

み
に
|1
:
ま
ら
ず
し
て
實
'に
聯
合
軍
侧
の
諸
國
.全
體
：に
ビ 

つ
七
の1

大
»
.で
ぁ
る
、
何
と
な
れ
ば
在
羅
馬.の

「

ィ

ン
タ
*~

ナ
シ
ョ
ナ
ル

•
ィ
シ
ス
チ
チ
ュ_̂_ト

®
オ
フ
ヰ
ア

グ
リ
力
ル
チ

ュ
ァ」

の
發
表
ず
る
所
に
ょ
れ
ば
、世
界 

の
穀
倉
の
中
で
印
度
：を
除
ぐ
の
多
は
悉
く
農
產
物
減
少 

で
今
や
世
界
的
食
料
不
见
の
養
が

眼
前
に
橫
は
っ
て 

®
る
か
ら
で
ぁ
る
。
こ

れ
今
容
の
«
語
た
る
c Prepsr

丨 

edness 

3 
の
代
ヶ
に 

a 

p〇o
pu
g

o

sR-
p
ri
-
.
o
n

 

 ̂
ぐ
し
か 

《
Agricultural 

p
m
p

肖odness 
.
デ VJ 
か

》
F
o
o
d

 

pre- 

paredness 

J
 
^

と
か
い
iv
警
語
が
用

い
ら
.る
、
や
う
に 

な
っ
た
所
以
で
あ
る
。

食
料
泐
員
の
議
論
乃
至
政
策
は
日
々
®
々
の
方
面

 ̂

於
て
、
ff
i
々
の
地
方
K -
於
て
ヽ
又
猶
冷
の
階
級
の
人
令 

の
間
に
於
て
撒
唱
せ
ら
れ
採
用
せ
ら
れ
.て
居
る
が
、
今 

2
を
便
宜
上
種
類
^
ょ
つ
て
分
け
るVJ.

三
つ
の
方
面
I
. 

食
料
品
の
生
產
增
加
ヽ
食
料
品
涫
费
の
節
約
ヽ
代
情
の
調 

節V
J

い
ぶ一 
一

f

つ
の
方
面
に
於
て
現
は
れ
て
居
る
。
^
簡 

m
に
之
を
述
べ
て
見
や
ぅ
。

,【

第 
一I

食
料
品
生
產
增
加
の
た
め
に
提
唱
せ
ら
る 

、
第I

の

手

段

は

云

ふ

ま

で

も

な

く

穀

#;
^

菜

の

爾

作 

面
積
の
if
加

S
い
ふ」

」

^
で
あ
る
。
岡
月
七
ロ
農
務
»1 

liousto'n

が
、

農
民
は
從
來
耕
作
し
來
れ
る
土
地
の
附 

近
に
,
る」

可
耕
地
に
向
つ
て
耕
作
を
擗
張
し
其
の
極
限 

ま
で
進
む
ベ
&
で
あ
る
と
い
'ふ
布
達
を
歡
す
る
や
、
遊 

園
地
を
耕
作
せ
ょ
、
住
宅
の
周
圆
に
あ
る
空
地
に
種
子 

を
播
け
、
都
市
の
郊
外
®

*
に
在
る
宽
⑽

.に
牧
草
を
«
 

ぇ
ょ
等
.の
鰥
が
諸
方
か
ら
匍
つ
';
2
。
此
の
鲽VJ

相
應
じ 

,
て
細
育
市
に
て
は
市
長
を
し
て
空
地
の
登
錄
を
な
さ
し 

む
る
.こ
^
を
決
離
し
、
.ィ
リ

ノ

ィ

州

に

於

け

る

‘農

業

の 

婼
十一

卷

(

八
0

5

雜

0

来
國
食
物
動
良
論
_

中
心
地
だ
る
，o

b
o
k

 

C
o
u
n
t
y

で
は
穀
物
栽
咅
に
座
す 

る
乘
_
地
.の
表
と
地
圖
ど
を
急
ぎ
作
成
し
つ
、
あ
り
、

ノ 

f
ス
ノ
ダ
へ
コ.タ
州
紐
事
は
本
年
の
四>
五
、
六
の
一1
一
ヶ 

月
は
開
國
以
來
最
も
多
.ぐ
の
植
付
を
な
さ
し
む
や

ぅ

の
 

不
吿
を
發
し
、'
,ク
ィ
ス
.
コ
ン
シ
ン
州
知
事
は
同
機
の
目 

y

の
た
め
R .
#
國
防
會
議
：を
組
織
し
^
。
又
ィ
リ
ノ
ィ 

州
知
事
ば
各
都
市
：

ii:

向
つ
て
農
黎
の
市
營
を
も
行
ふ
を 

可
ミ
す
ビ
階
示
じ
內
篇
：

L
a
n
e

は
政
府
の
開
墾
^
ょ 

つ
て
«
値
.の
增
加
を
^

ぜ
'る
如
き
土
：地
を
所
有
せ
る* 

は
乏
を
食
物
栽
培
の
：
f

供
せ
ょ
、
七
十
萬
ェ
ー
力I 

以
上
.の
.此g

秫
の
土
地
は
：本
年
內̂

千

：五

西

莴

邵

に

相
 

當
す
5
食
物
を
生
產
ず
る
を
得
び
と
述
べ
て
居
る

o

'
一 

方

民

間

の

侧

に

，
於

て

は

耕

地

櫥

張

0

醫
が
著
々
行
は 

れH

居
：，つ
て
、
ィy 
ノ 

4
河

の

河

中

に

四

千

一

一

百

ェ

ー 

力

ー

の

豸

皿

を
^
ず
る
：
|
狩
‘獵
俱
樂
部
は
ニ
十
有
$
の 

同
秫
供
樂
部
の
先
錄
ミ
な
っ
て
本
年
中
に
七
八
西
ェ
ー 

ヵ
ー
だ
け
能
ふ
限
り
集
約
的
に
耕
作
し
て
小
麥
、
馬
齡 

翁
等
を
栽
培
し
、

\

そ
の
不
可
璐
«.
る
部
分
で
は
豚
を
飼

笫

六

號

一
〇
三



笕

十

ー

餘(

八
5〕

雜

錄

来

M

食
物
聊
政
論

養
す
べ
き
樣
を
發
泶
し
、

シ
カ
ゴ
の
，ゴ
ル
フ
供
樂
部
で 

は
述
泐
場
の
一
部
を
提
供
す
る
の
議
'を
決
す
る
爲
に
總 

會
を
招
集
し
て
居
る
。
其
の
他
此
の
稱
の
運
動
は
諸
方 

K
於
て
續
々
行
は
れ
て
居
る
の
で
あ
つ
て
シ
力
ゴ
大
學 

附
近
の
签
地
を
ば
ボ
ー
イ
*
ス
ヵ
ゥ
ト
の
助
カ
の
下
に 

除
寒
_
耘
を
行
つ
て
居
る
の
を
さ
へ
見
受
け
た
程
で
あ
一 

る
。
次
に
肉
類
の
生
產
增
加
0
爲
め
，に
|±
幼

畜

の

屠

殺
一
 

禁
此
ヒ
小
牛
組
合
の
設
立
と
が
提
赠
さ
れ
て
居
る
。
即
一 

ち
シ
カ
ゴ
撰
出
の
下
院
議
員
B
p.
-
'
t
t
e
n

は
ニ
歲
以
下
の 

小
キ
、の
.屠
殺
並
{(
:
屠
殺
の
目
的
を
以
て
す
る
州
際
輸
送 

を
禁
ず
る
法
雜
を
制
定
せ
ん
こVJ

を
®
言
し
、
イ
ソ
ノ 

\ 

イ
州
乳
酪
產
物
委
貴
た
るM

a
t
h
e
w
s

は
地
方
銀
行
の| 

助
力
を
得
て
イ
リ
ノ
イ
州
內
西
十
六
の
大
小
都
市
に
於 

て
各
ー
個
の
小
牛
飢
合
を
設
立
し
今
後
三
ヶ
月
以
內
に\ 

三
千
頭
の
小
牛
の
供
給
を
播
加
せ
ん
乙
と
を
目
論
ん
で 

屈
ト
ノ
ヽ
同
的
に
ニ
歲
以
下
の
幼
平
の
展
殺
を
禁
ず
る
州 

法
を
通
過
せ
ん
こ
ミ
を
要
求
じ
て
居
る
。
イ
リ
ノ
イ
州 

知
事
は
最
近
に
至
6
、
■本
年
咿
に
豚
を
し
て
，一
一
囘
產
兒

第

六

號一

〇
四

せ
し
め
且
つ
是
等
の
大
小
の
豚
を
市
場
に
出
さ
す
し
て 

制
卷
す
べ
き
こVJ

、

並
に
家
禽
の
ft
!
]
#
を

未

竹

有

の

程
 

度
に
增
進
す
、、へ
き
こVJ

を
訓
令
す
る
に
至
つ
た
。

.生
產
额
增
加
：の
第

一
一.の
手
段
は
«
字
並
化
肥
料
の
« 

給
を
增
加
し
之
を
援
助
せ
.ん
ど
す
る
，』

と
で
ぁ
る
。
此 

の
件
に
就
.て
ば
谷
麻
方
餵
行
に
於
て
は
金
融
の
使
を
與 

へ
ん
と
す
る
も
の
續
出
し
、
又
州
に
ょ
つ
て
は
純
子
の 

分
與
を
も
な
さ

ん
と
す
る
も
の
も

f

.下
院
灌
视
委
員 

長

た

るT
a
y
l
o
r

氏
ば
公
私
の
土
地
生
產
を
大
な
ら
し 

む
^
^
め
就
中
種
子
肥
料
等
の
供
給
费
に
充
つ
る
爲
：め 

に
五
西
萬
沸
の
支
出
を
な
す
の
行
政
命
令
案
を
提
出
し 

た
此
の
外
種
子
肥
'餅
等
の
代
«
騰
貴
を
防
ぐ
た
め
に
後 

に
も
述
ぶ
る
が
如
く
代
價
に一

定
の
制
限
を
加
へ
んVJ 

す
る
の
案
さ
へ
立
て
ら
れ
て
居
るo

第111
の
手
段
は
耕
作
方
法
の
改
良
で
ぁ
る
。
農
務
卿 

は
さ
き
に
布
吿
を
發
し
て
猶
子
を
撰
擇
す
る
乙VJ

、
0 

子
を
&
菌
液
に
.浸
し
て
竹
物
の
«
染
病
を
11
防

す

る
Z 

と
、
土
地
の
耕
転
を
播
種
の
前
後
收
欐
の
時
に
至
る
ま

で
充
分
に
す
る
こ
と
等
の
.注
意
を
與
へ
、
ク
ィ
ス
コ
ン 

ty
ン
力
#

の
農
業
g
it
rr
で
は
經
驗
な
き
穀
物
を
植
ゆ 

る
勿
れ
、
重
要
穀
物
を
植
え
'ょ
、
良
好
な
る
種
子
を
撰
. 

ベ
、
麥
奴
を
除
け
、
«
子
を
吟
味
せ
ょ
、
土
地
を
充
分 

に
耕
せ
、
適
當
な
る
注
意
を
'與
へ
ょ
、
と
卿
吿
し
て
居 

る
。
而
し
て
ィ
リ
ノ
ィ
州
知
事
は
■
子
に
注
意
す
れ
ば
. 

以
て
ニ
割
の
增
收
は
疑
な
し
と
述
ベ
.て
居
る
。，

、
次
に
、
農
產
物
璐
加
の
爲
め
•に
最
も
必
要
な
る
は
勞 

働
の
增
加VJ $

ふM

と
で
あ
る
。
昨
年
度
の
收
權
0
少 

な
か
つ
た
原
因
は
冬
季
の
寒
氣
の
酷
烈
な
b
し
こ
と
や 

作
物
に
傅
染
病
の
生
じ
た
こ
と
な
に
^
も
存
す
る
で
あ

ら
ぅ
が
、H

業
界
の
好
景
氣
の
爲
め
に
近
來
農
民
の
都 

市
移
住
が
盛
ん
に
行
は
れ
而
も
農
業
上
に
於
け
る
機
槭 

の
使
用
は
未
だ
以
て
其
の
缺
を
補
ふ
R
足
ら
な
か
つ
た 

こ
ぐ
し
が
其
の
爾
も
な
る
原
囡
を
な
し
て
居
る
。
さ
れ
ば 

大
統
領
始
め
論
潘
は
悉
く
||
»
罾
働
の
墦
加
乙

そ
眞
に 

米
國
の
危
機
を
救
ふ
*
本
的
の
手
段
で
あ
る
と
考
へ
て 

M
.る
.の
^
あ
っ
.て
、
暮
兵
に
應
ず
る
め
も
懷
に
^
な

^

所
以
で
あ

ら

ぅ
が

、
農
園
に
!1
:
ま

づ

\し

居

るの
も
亦

等 

し
く
愛
國
的
の
行
動
た
る
に
於
て
は
變
り
が
な
い
ヾ
し
い 

ふ
議
論
も
行
は
.れ
、

一
方
で
は
慕
兵
運
動
が
碰
ん
に
大 

道
活
動
寫
眞
付
で
行
は
れ
て
居
る
儉
に
於
て
農
民
の
引 

Jk
策
が
講
せ
ら
れ
、
農
業
地
方
の
靑
年
、
農
業
に
從
事 

せ
る
靑
年
は
慕
兵
に
應
ず
る
乙
と
あ
る
と
も
當
局
者
は 

0

受
理
を
拒
む
ベ
き
で
あ
る
ビ
叫
ん
で
居：

る
者
さ

へ 

あ
る
位
で
.あ
る
。
m
に
を
れ
だ
け
で
は
な
い
、
農
業
勞 

働
增
加
0'
手
段
は
着
々
谷
方
if
f
に
於
て
實
行
せ
ら
れ
て 

居
る
。
ィ
ジ
ノ
ィ
州
の
啟
育

*
で
は
：十
四
歲
以
上

の
小 

學
校
生
徒
を
し
て
農
業
勞
働
に
就
か
し
め
、か

/
'

る
生 

徒
に
は
學
校
に
出
席
せ
ざ
る
も
卒
業
證
書
又
は
進
級
點 

を
與
ふ
ベ
き
旨
*
決
歡
じ
て
各
學
校
^
に
之
が
實
行
を 

通
達
し
、
農
務
課
で
は
：農
業
勞
働
に
就
か
ん
5
欲
す
る 

*

V
Jか
.
る
勞
働
者
を
#

ん
と
す
る
*
ど
の
間
^
立
ち 

て
勞
働
紹
介
の
事
務
を
梂
5:
#
$
な
づ
f
t
o而
し
て
警 

瘵
署
、
裁
剑
所
、監
獄
：の
1ー！官
署
は
相
聯
合
じ
て
市
啪
の 

浮
浪
人
を
捉
へ
て
禁
鲴
に
.處
し
囚
人
を
し
て
强
制
的
に

笕
十一

卷

(

八一
1
〕

錄

、

來
阈
食
物
励
a
論

笫
六
锶

S

I

I

!

I
I
!

1



站
十
5
 

.(

八
ー
1
1

〕

雜

錄

，

米
！M
.U
1
C物
励
u
fi
l

農
業
勞
働
に
就
か
し
め
む
と
し
て
居
り
、
抑
怊
中
の
敵 

國
船
岚
や
移
泯
局
に
抑
怊
巾
の
外
國
移
说
な
ざ
を
し
て 

農
業
に
從
事
せ
し
め
む
ビ
さ
へ
し
て
居
る
。
M
に
一
步 

を
®
め
た
も
の
は
ィ
リ
ノ
ィ
大
學
の
敎
授Davenqort 

の
考
案
に
係
るAgricultural.Army

及

び

Agrlcult

丨 

urai 

Militia

の
案
で
あ
る
。
前
赉
は
從
來
農
業
に
從
_
 \ 

せ
る
兵
役
年
齡
以
上
の
男
子
、
農
業
勞
働
に
堪
え
得

るj 

兵
役
年
齡
以
下
の
少
年
、
及
び
兵
役
に
堪
え
ざ
る
共
役j

 

年
齡
の
«
子
は
地
生
た
る
，と
借
地
人
作
る
$
、
支
配
人 

た
る
ビ
の
區
別
な
ぐ
悉
ぐ
之
を
農
業
算
隊
に
入
氍
せ
しj 

め
、
.同
時
に
可
耕
地
、
.旣
耕
地
、
牧
場
、
淼
林
の
面
積 

と
其
の
通
常
衡
用
せ
る
人
數
並
に
最
大
の
收
榄
を
靡
ぐ 

る
に
荽
す
べ
き
人
數
を
登
錄
せ
し
.め
、
政
府
盤
督
の
下 

に
本
年
度
の
農
業
に
從
辦
せ
し
め
む
と
す
る
も
の
で
あ
一 

る
。
後
潘
は
兵
®
に
堪
え
ざ
る
兵
役
年
®
渚

(

身
！g

の 

故
隙
の
稍

1
甚
し
き
漭)

老
人
、
十
四
歲

以

上

.兵

役

年 

齡
以
下
の
少
年
等
を
し
て
悉
く
政
府
又
は
個
人
農
業
者 

の
®
傭
の
下
に
農
業
に
從
事
せ
し
め
通
常
の
農
業
勞
銀

飨

六

號

一

〇
-パ

の
支
狈
を
受
け
し
め
む
ビ
す
る
も
の
で
一
に
o
i
v
r
m
i

— 

Htaly. s
e
r
v
i
c
e

の
制
«
ビ
云
ふ
？
楚
節
の
雨
案
は
旣
に 

セ
ン
ト
ル
ィ
ス
に
於
け
る
農
槳
孙
£
:家
#
議
の
赞
成
を 

得
、「

國
防
會
議
助
言
築
員
會」

の
議
に
上
り
、「

國
防
#
 

議」

.
に
も
提
出
せ
ら
れ
、
.
下
院
議
員M

e

 

C
o
r
m
i
c
k
:

の 

手
か
ら
下
院
に
も
提
出
S

れ

や

{
*
»
中
で
も
あ
り 

內
閣
會
議
の
議
に
も
上
つ
で
居
る
。

最
後
に
農
^
物
增
加
の
點
R
就
て
考
へ
な
け
れ
ば
な 

ら
ぬ
事
は
生
產
物
が
高
谓
に
賓
れ
て
損
害
な
&
を
得
る 

や
否
や
ビ
ぃ
ふ
點
で
あ
る
。
生
產
额
は
»
え
て
も
代
® 

が
^-
し 
<
 
下
落
す
る
や
ぅ
で
は
»
害
を
恐
れ
て
生
康
者 

は
生
產
の
搬
張
を
騰
踏
す
る
：。
' 此
0
點

R
就
て
は
員

 ̂

卵
は
：，、
.農
民
が
全
方
を
傾
注
し
て
生
產
額
を
增
加
す
マJ 

も
、
.世
界
的
に
食
物
の
不
足
せ
る
際
.と
て
、
假
令
速
.に 

平
和
恢
復
す
るV 」

假
定
す
る
も
當
分
は
食
斜
w
mの
^

0 

下
落
を
來
す
の
恐
れ
は
な
.い
マJ

云
つ
て
居
るo

钱
し
な 

が
ら 
一

I

部
に
は
農
民
を
し
て
安
ん
じ
て
愛
_
的
の
行
許 

に
出
づ
る
を
#
し
む
る
た
め
に
は
1
產
愉
に
對
し
で
|

定
め
最
低
代
惯
を
制
定
し
、
海

i

市

僧

が

，
之

れ

以

下

に
 

’下
る
場
合
に
は
政
,

4
ら
-|
.
て
そ
の
寒
额
だ
け
を
補
償 

し
て
や
る
こ
と
に
せ
ょ
、
必
ず
し
も
凡
.て
の
農
it
物
に
. 

就V

最
低
代
®
を
制
定
す
る
の
必
婴
は
な
い
、
小
麥
と 

H£
獨
齋
ビ

、
馬
®
興
ビ
S
と
，に
限
つ
_て
充
分
で
あ
る
。 

苦
し
毂
價
.下
落
す
れ
ば
政
府
は
補
償
の
爲
め
に
公
の
資 

金
を
支
出
ず
Iる
の
要
が
あ
る
が
、
代
價
を
定
め
ず
し
て 

投
機
業
潘
に
公
の
資
金
を
刺
得
せ
し
む
る
ょ
り
は
優
づ 

て
届
る
ビ
論
じ
て
居
る
も
の
が
あ
る
。
此
'の
點
卜』

，就
て 

も
矢
張
-

O

 |

一一一一
 
反
對
論
は
あ
る
や
ぅ
で
あ
る
が
、
大
勢
丨
 

は
代
偾
制
定
論
蒋
の
勝
利
と
な
6
そ
ぅ
に
©
は
れ
る
の 

で
あ
つ
て
、
旣
に
農
務
卿
か
ら
し
て
此
の
案
が
最
高
代： 

惯
制
定
の
#

ビ
共
に
內
Il
-f
r
il
に
提
出
さ
れ
て
0
0
中
一 

で
あ
る
こ
と
後
に
述
ぶ
る
が
il
l
ぐ
で
あ
^
が
ら
，で
あ
る 

【

贫
一
.

I』
一

へ方
に
於
て
食
料
aln
-
の
溃
如
策
が
請
.#
:
ら 

れ
て
居
る
マ
し
同
瞄
に
他
方
に
於
て
、は
食
物
消
费
の
飾
約 

論
が
®

ん
に
行
は
れ
そ
の
運
泐
も
著
々
北
の
步
を
進
め 

て
居
る
。
此
の
方
而
に
於
て
先
づ
第
一
に
擧
ぐ
べ
き
は

猫
十】

.
# 

(

八一三

)

雜
錄
米
國
食
物
泐
货
論

「

食
物
の
徒
費
5:
'愼
し
め
，ぐ

」

い
ふ
_
論

で

あ

る

。
.■
一
 

體
米
. 

國
で
は
：從
來

''
^
物
の
#
甯
な
_の
に
«
れ
て
隨
分
食
物
の 

徒
费
濫
«
を
や0

て
來
て
居
る
。
殊
に
中
流
以
上
it
於 

て
®
し
い
。
'農
務
省
の
斯
邋
埤
r
a家
の
調
：避
'に
ょ
れ
ば 

全
米
國
化
於
け
る
食
物
徙
费
の
#
ff
l
即

ち
料
理
し
て
も 

食
は
；ず
し
て
捨
て
る
分
*-
ば
代
偕
に
員
b
 

t尔
额
七
億 

#
とS

ふ
M
額
に
上
6
塵

挨

處

分

を
*-
ど

す

る

幾

多

の
 

會
.社
を
し
て
肥
料
其
他
：の
生
産
物
^
ょ
つ
て
多
大
の
利 

益
を
得
せ
し
め
て
居
る
。
有
は
単
に
蠱
所
ロ
ベ
述
び
込 

ま
れ
た
も
の
、
み
に
就
て
ぃ
あ
る
が
、
此
の
外
に
生
産 

*
か
ら
消
费
萆
の
苹
に
渡
る
間
.に
於
て
徒
#
せ
ら
，る
 ゝ

も
の
が
幾
何
あ
る
が
分
ら
ぬ
。
，シ
力
.ゴ
の
町

R
搬
入
せ 

ら
る
：、
食
物
め
六
割
は
雄
雙
さ
れ
て
居
^
と
見
ャ
も
的 

輪
の
*.
積
.り
方
で
あ
る
。

一
流
の
ホ
テ
グ
の
食
堂
化
上 

る
食
物
：の1H

分
の一.

一
は
座
埃
箱
に
捨
て
ら
れ
®
る
三
分 

の
一
の
大
部
分
は
不
經
濟
的
に
文
は
效
果
小
な
く
€

^
 

さ
れ
て
®
るW

 

Prof.Q
er
ry 

p 

H
o
l
d
e
n

は
新
言
し 

て

屈

る

。
：：
力

：

A

る
.各
機

で

ぁ

，
る

か

ら

食

物

不

足

-0
«
^
,
.

第
六
號

1

o
七



笫十
一

怨

(

八 
一1

0

雜
錄
米
國
食
物
泐

A
論

をg

い
て
忽
ち
節
約
論
の
起
る
の
は
無
理
な
ら
ぬ
こ
ビ 

で
あ
る
。

シ
ヵ
ゴ
に
於
け
る
某
新
聞
紙
、は
主
•婦
の
國
に 

敬
す
は
此
の
點
に
あ
ぅ
、
軒
®
に
國
旅
を
揭
ぐ
る
代
6 

に
®
所
に
國
旗
を
揭
げ
ょ
ど
論
じ
、
新
に
國
防
委
M

#
 

食
料
部
長
に
枉
命
さ
れ
/2
る

K
o
o
v
e
r

氏
も
就
任
早

 々

其
の
方
針
を
!^
は
れ
た
る
に
對
し
て
第
一
に
節
約
を
» 

誘
す
る
に
在
り
ビ
答
へ
> 
大
統
領
亦
最
近
に
國
民
に
與 

へ
た
る
敎
書
の一

.節
に
於
て
節
約
を
說
い
て
居
る
。
此 

の
縣
に
應
じ
て
シ
力
ゴ
で
も
t
t育
で
も
華
盛
頓
で
も
® 

人
の
*
起
す
る
も
の
®
る
多
く
、
大
統
領
夫
人
を
始
め 

照
員
の
夫
人
述
は
相
談
の
結
果
全
國
の
婦
人
に
檄
を
飛 

し
て
邀
所
經
濟
を
說
き
且
つ
之
を
實
行
し
、

シ
ヵ
ゴ
の 

富
豪
の
夫
人
述
は
殆
ん
r「

自
己
沒
却」

に
近
き
程
の
節 

約
を
始
め
た
ど
揚
言
し
て
居
る
。
中
に
は
幾
分
見
得
を 

做
る
た
め
に
や
つ
て
居
る
者
も
あ
る
か
も

知
れ
ぬ
.か
、
 

之
を
衷
心
か
ら
自
覺
し
實
行
し
て
居
る
考
が
少
な
く
な 

い
や
ぅ
で
あ
る
。
こ
の
種
の
運
動
乃
至
實
行
は
益
々
擴 

大
さ
れ
る
で
あ
ら
うr

何

と

な

.
れ

ば
食
料
品
の
代
價
は

第

六

號

一

〇
八

騰
貴
し
®

時
税
の
負
*

は
®:
く
S：
る
と
い
ふ
有
梳
で
は 

斯
る
響
吿
が
起
ら
な
い
，ビ
す
る
も
徐
々
に
節
約
の
方
而 

に
向
は
ざ
る
5 :

得
な
い
乙v

j

に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
如
き
一
般
的
の
食
物
節
約
論
の
行
は
る
、
ビ 

.
共
に
他
方
に
於
て
は
蜇
耍
贫
料
品
に
於
け
る
具
體
的
の 

一
節
約
方
法
が
提
喝
さ
れ
て
居
'る
。
戰
時
麵
»
の
使
用 

一(

‘
實

ばmilling standard

の

變

觅)

、
.禁
«
の

實

行(

酒 

=
類

醸

避

の

停±)

、肉
食
禁
止
日
の
刺
宛
は
を
の
1{
1

な
る 

も
の
で
あ
る
。

.先
づ
戰
時
麵
麵
論
か
ら
紹
介
す
れ
ば
、
 

米
國
の
瑰
時
猓
用
し
居
れ
る
製
：粉
標
準
は
七
割
二
分
即 

ち
¥|
斤

の

小

麥

か

ら

七

十

ニ

斤

の

资

粉

を

製

出

す

る

の 

で
あ
る
が
、
之
を
英
、
伊
、
瑞
W
等
と
同
欉
に
八
割
以 

上
に
引
上
げ
る
が
ょ
ろ
し
い
。
假
6
に
八
割
五
分
に
す 

®

れ
ば
六
千
离
ブ
ッ
シ
^
ル
の
節
約
と
な
$
、.
九
割
に
51 

上
げ
れ
ば
八
千
七
百
'离
ブ
ッ
シ
ー
モV

の
節
約
と
な
る
" 

H
に
之
^
二
.割

五

分

の

代

用

粉?:
混

用

す

れ

ば

凡

て

一 

億

ニ

千

五

：百

鴇

ダ
■ッ
y
ェ.
ル
の
節
約
.ミ
な
る
、-
斯
道
專 

C

家
の
說
仅
す
れ
ば
製
粉
標
準
?:
;
八
割
$
分
ま
で
に
引

へ
> 9 -

f t

i

上
げ
る
た
め
に
は
別
に
現
在
の
機
械
を
取
り
換
え
る
の 

必
要
は
な
い
、「

必
要」

に
追
ら
れ
ざ
る
以
前
に
前
記
の 

職
問
麵
麵
を
用
ひ
よ
、
況
ん
や
そ
は
白
麵
ft
よ
り
も
淘 

て
犍
康
に
適
す
る
に
於
て
あ
や
、
と
い
ふ
の
で
あ
つ
て 

之
は
農
務
#
次
官
た
るo

arl v
r
o
o
m
a
n

の
意
見
で
あ 

る
。
而
し
て
最
近
農
務
卿
は
上
院
に
於
て
現
在
の
製
粉 

標
準
た
る
七
割
三

分

(

次
官
の
說
く
所

^
少
し
く
相
違 

し
て
居
る)

を
八
制
ー
分
に
别
上
げ
る
と
き
は
千
八
西 

萬

バ
I

レ
,
の
節
約
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
之
が
採 

用
を
期
す
.る
旨
を
述
べ
て
居
る
。
次
は
禁
酒
論
又
は
酒 

類
麟造

！
：

止
案
で
あ
る
が
、
0
1% William J. 

Johnson.

の
.雷
に
よ
れ
ば
酒
■

«

造

の
.爲
め
に
.年
々
«

«

さ
る
、 

穀
物
の
分
量
は
最
近
に
於
て
八
千
五
西
萬
乃
至I.

億

八

、
 

千
五
頁
萬
ブ
ッ
シ
ゾ
ル
で
、
其
の
價
格
はj

億
乃
至
ニ 

億
弗
に
上
6

、

此

の
分
©
は

ル

ィ

ジア

ナ

、

，

一
一
ユ
ー
バ 

ン
•フ
シ
ャ
1

、

ユ

ー

タ

ー

の

三

州

に

於

け

る

全

穀

物

生 

谨
额
に

相
當
す
る
、
：故
^

今

後

全

國

に1 :
つ
て
禁
«
を 

實
行
し
酒
類
の
釀
造
を
巾
止
す
る
と
す
れ
ば
本
年
度
の

.#
;

$
 卷.V 

(

八
-
五
，

.:
雜
-;
/
_
^

食
物
も
を
れ
だ
け
節
約
'せ
ら
るA

こ
と
に
な
るV

J

い
ふ 

の
で
あ
る
o 

#s

m
者
は
此
の
際
を
利
用
し
て《

dry 
t
o
w
n

ゴ

を
全
國
に
«
大

せ

ん

と

力

め

：て

居

り

、
既

に

ィ 

リ
ノ
ィ
州
に
於
て
は
十
五
ば
か
5
禁
酒
市
が
殖
え
た
。
 

中
央
政
府
で
は
從
來
醱
赴
用
に
供
せ
ら
れ
た
る
穀
物
の 

中
二
千
莴
ブ
，シエル

近
く
を
食
用
の
爲
め
に
保
®
せ 

ん
と
の
案
を
立
て
旣
に
上
院
.の
農
槳
委
員
曾
に
提
出
し 

た
ビ
傅
べ
ら
れ
て
居
る
が
、
最
近
の
開
議
に
於
て
§

 

隊
に
於
け
る
禁
酒
の
件
は
可
決
し
た
が
之
を
戰
時
政
策 

と
じ

1:
全
國
.に
宜
0
.て

實

行

す

る

の

件

は

食

料

品

の

資 

源
に
關
す
る1

餍
精
細
な
る
調
査
の
.結
架
を
待0

.

て
凝 

議
ず
る
こ
と
、
し

た

と

い

ふ

こ

と

で

あ

る

。
農
務
卿
は 

此
の
點
'に
關
し
小
淡
0
消
費
最
に
就
て
は
調
查
を
了
し 

六
が
、
»
他
の
穀
類
に
關
す
る
調
查
は
今
や
着
々
進
行 

中

で

あ

る
ミ

發

表

じ

：た

。

何

，れ

近

日

何

と

か

決

定

す

る 

で
あ
ら
ぅ
最
後
に
肉
食
禁
止
H
の
制
定
に
就
て
云
へ
ば 

同
種
類
、：
同
程
度
の
家
畜
が
今
や
昨
年
のJ:1

月
に
比
じ 

て
ボ
度11

僑
に

*
，

伃

臃

栌

麗

開

始

_以

來

始

め

て

V

1
0九



-
>
.
f
c
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猞

(

八
l;ハ)

'' 
雜
錄
米
國
食
物
励
技
論

い
ふ
高
惯
に
资
れ
る
此
の
時
を
别
用
し
て
家
蒂
飼
養
者 

は
幼
裔
を
例
年
以
上
に
多
く
®
殺
所
へ
送
る
傾
向
が
あ 

る
'0
此
の
分
で
行
け
ば
今
年
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
大 

々
的
の
•久
乏
を
來
す
の
恐
れ
が
あ
る
か
ら
、
歐
洲
諸
_

で
现
に
實
行
し
て
屈
る
や
ぅ
に
、
法
律
に
よ
つ
て
か
、

， 

又
は
自
山
意
思
に
よ
つ
て
か
、
何
れ
に
し
て
も
一
週
間一 

の

中一 

m

又
は
二
日
の
精
進i =

を
定
め
て
未
來
の
備
を
一 

な
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
殊
に
21
季
に
於
て
は
を
の| 

方
が
健
康
の
爲
め
に
も
よ
い
の
で
あ
.る
、
と
い
ふ
議
論 

が
行
ば
れ
ヤ
居
る
。
.之
は
現
に
シ
ヵ
ゴ
怜
於
T.
-製
^

に 

從

事
し
て
居
るO

g
d
e
n

 A
r
m
o
u
r

氏

の

ロ

か

ら

^
'

に 

3
れ
た
議
論
で
大
分
世
間
に
賛
成
が
あ
る
や
ぅ
で
あ
る| 

【

雜
三】

注
產
额
增
加
の
政
策
をV

J

る
も
そ
の
敫
果| 

は
數
ヶ
月
後
の
將
來
に
於
て
し
か
现
は
れ
な
い
、
消
费 

の

贫

約

を

し

て

も
！：：！

々
'に
甚
し
く
な
h
つ

、

あ

る

目

前
 

の
食
料
品
代
僩
の
騰
貴
を
如
何VJ

も
す
る
乙
ビ
は
出
來 

な
い
、
玆
に
於
て
か
食
料
品
代
價
0 0
/1
1
0貴
5:
?
|»
0
如
す
る 

の
年
段
を
.も
同
時
に
行
は
な
く
て
は
な

^
と

い
ふ
養

.

,

第
山ハ，鱗
-

•

 

M

 
0

論
が
起
る
。
そ
の
巾
の|

つ

と
い
ふ
こw

で
あ
る
。

一

體
此
頃
r
n/H
贫
料
品
の
代
價 

の
日
々
に
騰
貴
し
つ
、
あ
る
の
は
購
贺
渚
が
前
逾
益
冷 

ff
l
'sl
T
へ̂
き
こVJ

を
豫
S
し
-て
：| 
.時

に

多

戴

を

質

込

ん 

で
®
く
、
必
恶
な
分
贤
涴
を
時
々
買
入
れ
る
代
6
.に
下 

落
の
見
込
あ
る
時
期
迄
支
へ
#
る
裎
度
に
澤
山
質
ひ
溜 

め
て
微
か
ぅ
と
す
る
傾
佝
が
あ
つ
て
、
こ
れ
が
益
々
代 

似
を
«
り
立
て
る
こ
€
に
な
る
。
故
に
必
要
®
宛
時
 々

買
入
れ
る
や
5
味
せ

ょ

ビ

い
ふ

こ

と

が

販
寶
者
の
則
か 

ら
唱
へ
ら
れ
尤
居
る
。
务
れ
：か
ら
典
同
購
入
の
計
鐵
も 

あ
る
、

シ
カ
、コ

のr
Bamett B

i
s
h
o
p

女

史

は「

政 

r

d

4尊
期
成
语
1」

の
會
公

:R
提

案

し

て

>

同
叫
孤
の 

管
麟
分
！
|
制
度
を
刹
用
し
て
各
區
_

の
遨
に
經
濟
的
な 

る
食
物
調
理
法
土
均
衡
を
籍
た
るi

0
の
食
糧
の
分
最 

を
文
む
る
Y
.V」

を
敎
へ
而
し
て
其
の
食
物
需
要
量
を
疋 

確
に
調
：®
し

て

共

同

的

本

卸

慕

店

ょ

办

,

入

し

分

配 

す

る
め
粱
を
提
出
せ
ん
と
し9

.

居
る
。
こ
れ
は
不
必
要 

な
る
多
量
.を
|
時
妃
質
、込
む
i VJ

を
避
く
る
の
點
に
於
.

て
前
に
述
ベ
介
大
最
講
入
の
見
合
せ
と
闾
欉
办
效
果
が 

あ
る
で
あ

ら

ぅ

。以

上

は

膦

買

者«
の
乙

と
で
/あ
る
が 

次
妃
贩
賣
考
侧
に
»
す
る
政
策
と
じ
て
は
如
何
な
る
，」

;t
が
!®
へ
ら
れ
て
居
る
かv 」

s

ふ
に
、
先
づ
擧
ぐ
べ
き. 

は
食
料
品
取
引
所
.に
於
け
る
定
期
肷
引
の
中
止
€
い
ふ 

乙
，

V
J

で
あ
る
。
論
紫
日
v
-ノ
食
料
品
艰
引
所
に
於
け
る 

取
引
は
現
金
：取
引
は
之
を
許
し
て
可
な
る
も
定
期
取
引 

は
之
を
巾
北
せ
ょ
、
全
然
禁
|1
:
す
る
が
'不
可
な
.り
^
せ 

ば
少
く
と
も
之
を
_
限

せ

-1
、
然
ら
议
投
機
者
流
が
介 

入
す
る
の
餘
地
全
く
無
ぐ
な
る
か
或
は
顧
る
減
縮
せ
ち 

れ
代
偾
は
實
際
の
需
袈
供
給
關
係
ょ
り
し
て
定
ま
る
に 

茧
ら
む
、
i

之
は
米
國
雜
貨
小
資
商
組
合
か
ら
提
出 

さ
，れ
た
澈
見
で
あ
る
。
之
ょ
A
も

I 、

步
を
進
め
て
、
投 

機
は
代
偾
を
不
必
要
な
る
程
度
迄
騰
貴
せ
し
む
る
が
故 

に
戰
-

S

斗
は
法
你
を
以
て
之
を
禁
止
せ
ょ
。
定

期

取

引

• 

は
全
然
之
を
禁
II
:
せ
よ
マ
J
lr
ず
る
^
も
あ
る
。
然
し
取

張
に
對
す
る
刺
鐵
怒
少
な
か
ら
ぬ
.地
憤Q
高
き
土
他
を 

所

有

ず

，る

に

困

雛

：を

感

せ

し

め

る

外

に

、

猶

ほ

英

、
«

、 

#
等
.の
聯
：合

國

を

し

て

戴

物
*
米
國
ょ
り
質
入
るA

の 

機
會
を
失
は
し
む
る
こ
^
に

な

名

：0

間

鎖

の

西

害

あ

り 

て|

利
な
き
こVJ

前
年
の
棉
花
取
引
所
閉
鎖
の
寧
例
が 

遢
も
ょV-

之
を
證
明
し
.

V
.

居
る
、
若
し
夫
れ
投
機
：に
至 

つ
て
は
現
時
の
物
價
騰
貴
に
對
し
て
は
何
等
窬
與
す
る 

所
は
^
い
の
で
あ
る
：、
と
反
對
し
て
居
る
。
此
の
政
策 

に
_
し
て
は
世
論
の
趨
勢
何
れ
に
向
ふ
や
と
い
ふ
こ
ヾ
し 

は
未
だ
之
を
推
察
す
ベ
き
材
料
が
な
い
o
猶
ほ
此
の
外 

1
刖
記
の
雜
貨
小
*
商

組

合

：か

ら

提

唱
4
れ
た
商
取
引 

.惯
贺
を
改
め
ょV

J

い
ふ
案
も
あ
つ
て
、
物
似
引
下
の
た 

め
に
戰
時
利
益
の
過
大
を
貧
ら
ざ
る
こ
と
、
懸
俽
を
廢 

J1
:
す
る
こ
と
、
質
物
の
配
連
を
廢
止
す
る
こ
と
、
適
當 

な
る
原
偾
計
箅
を
行
ふ
こ
マ」

、
北
他
二
三
の
點
が
論
せ 

ら
れV

.

居

る

.
。

右
は
購
質
者
侧
並
に
販
賢
渚
侧
に
於
て
採
る
ベ
き
手 

段
に
就
て
C
あ
る
が
、
之
ビ
相
並
ん
で
政
府
の
採
る
ベ

.

. 

,
.
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引
所
の
閉
鎖
や
投
機
の
禁
止
に
就
て
は
反
對
論
も
あ
る 

の
で
あ
，つ
て
、
取
引
所
を
閉
fi
す
れ
ば
農
民
の
生
産
*

-

節
-

H

卷
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第

十

一

怨(

八
一
八〕

雑

錄
米
卿
食
物
勋
拽
論 

き
手
？

し
て
は
先
づ
第I

に
食
料
品
®
# ^
^ :
^

} 

制
定
せ
ょw

S
ふ
鰥
が
あ
る
。
尤
も
之
は一

部

論

漭

の

’ 

間
に
於
て
は
生
鹿
*
に
對
す
る
®
低
代
惯
の
制
定
ど
關 

聯
し
て
論
せ
ら
れ
て
屈
る
や
う
で
あ
る
が
、
中
に
は
之 

の
み
を
獅
立
に
提
喂
し
て
®
る

も

の

も

あ

る

や

う

で

'あ
一
 

る
。
即
ち
食
料
品
の
原
®
を

：止

當

に

計

箅

し

て

之

に

相
 

常
の
連
®
ビ
分
配
の
原
州
ビ
相
當
の
利
益
ど
を
加
へ
て 

實
際
の
资
惯
を
算
出
し
を
れ
以
上
に
販
喪
せ
し
め
ざ
る\ 

や
う
に
せ
ょ
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
大
統
領
ウ
ィ
ル
ジ
ン
一 

も
先
き
に
代
®
制
定
の
必
要
を
生
ず
る
ゃ
％
知

れ

ず

ビ| 

明
君
し
た
こ
と
が
あ
り
、
最
近
に
は
農
務
卿
は
戰
時
政 

策VJ

し
て
必
耍
あ
る
場
合
又
は
數
碰
の
も
の
を
阪
り
て 

食
料
品
の
烺
高
及
最
低
代
®
を
制
定
す
る
の
權
限
を
K

一
 

防
委
員
會
に
附
與
す
る
の
法
#
を
制
足
せ
ん
乙
と
を
欲 

し
て
之
を
閣
議
に
提
出
し
た
ハ
而
し
てj

方
&
诎
に
あ 

6
て
も
シ
カ
ゴ
の
製
岗
業
溝
の
如
&
は
此
點
に
就
て
政 

府
に
後
援
す
ベ
き

，」

と
を
公
言
し
て
罟
るo

唯
此
の
件 

R
就
て
f

の
必
耍
は
認
め
.て
居
る
か
も
知
れ
ぬ
が
*

第
山
ハ
號

_ _. ■丨» 

•■■鋤 

•— 4

法
上
の
見
解
の
相
違
ょ
り
し
て
上
下
兩
院

議

^

の

刖

に
 

も
又
照
員
の
間
に
も
多
少
の
反
對
論
も
あ
る
や
ぅ
で
あ 

る

。
然
し
大
勢
は
農
務
卿
の
提
案
が
容
れ
ら
れ
る
や
ぅ 

に
な
る
ら
し
く
思
は
れ
る
。
®
後
に
代
ff
i
騰

货

の

抑

ト

，

: ?」

ル

イ

> ?
、

> ^
>1
:
没

も

の

、

一
っ
に
き
1 :
* >

に
對
す
4
政
府
の
免
許
制
度
と

い
ふ
の
が
あ
る
。
そ
れ 

は
矢
張
b
農
務
卿
の
發
案
に
係
る

の
で
あ
る
が
、

愛
料 

ロ 

m販
A
の
業
に
從
事
す
る
溝
は
#
く
農
務
省
ょ
り
免
許 

?:
3
け
X
7る
も
の
^

さ
る

ベ
か 
>ら
^'
yf
ふ

z
yし
ニ 

し
て
從
業
^
の
數
，を
制
限
し
且
つ
之
に
幾
多
の

附
隨
條 

啊

^
■
し
て
以
て
代
愤
騰
貴
を
抑
屋
し
や
ぅ
ビ
す
る

の 

で
ぁ
る
。

最
近
の
冏
議
に
提
出
さ
れ
た
が
未
だ
採
资
何 

れ
ぐJ

も
定
ま
ら
ぬ
や
ぅ
で
あ
る
。

終

り

に

贷

物

^
rt
'

r
の
坪
加
ヾ

」

か

、

«

«

*

の

節 

約.V

し
か
、
又
は
代
®
膝
貴
の
抑
止
^
か
云
ふ
こ
と
、
は 

少

し

ぐ

色

彩

を

異

に

し

て

居

る

が

.、

矢

張

り

食

物

動

員 

に
關
聯
せ
るI
提
案
.が
あ
.る
こ
と
を
附
け
加
' へ
て
»
き 

た
い
、
そ

れ

は1
秫
の
輸
出
禁
止
案
で
あ
る
。
下
篼
議

茨 ぐ 竹 一 … … 一 …    ，一 一   和っ ^  一 一 一 m

U

M

->
d
a
m
s
l
.
i5
A

. *
ff
i

r

-米
®

:

に
於

け

恙

食

料

品

並.
 

に
其
他
の
物
資
が
米
國
並
に
其
の
聯
合
諸
厕
以
外
の
他

： 

國
に
入
る
を
防
止
す
る
.た
め
に
何
れ

の
食
物
に
就
て
も 

何
れ
の
國
へ
の
輸
出
を
も
禁
止
又
は
制
限
す
る
の
權
限 

、を

大

統

，
領

に

附

與

せ

ん

VJ

す
る
の
案
を
下
院
に
提
出
し 

お
こ
ビ
即
ち
是
で
あ

.る

.。
此
の
提
案
.は
同
氏
に

ょ

っ

て
 

此
頃
始
め
て
唱
へ
ら
れ
た
所
の
も
の
で
あ
っ
て
未
だ
之 

に
關
す
る
可
否
の
識
を
聞
く
に
は
至
ら
な
い。
'

米
國
に
於
け
る
食
物
動
員
論
及
び
そ
の
政
策
の
現
狀
‘ 

は
大
體
右
‘の
如
く
•で
あ
つ
て
、
.末
だ
硏
究
時
代
に
在
る 

ぢ
云
0
て
差
支
«
.い
0
コ
ロ
ン
ビ
ァ
大
學
で
は
食
物
問 

題

に

：關

す

る

大

々

：的
の
.硏

究

を

開

始

し

今

後

續

々
其

の 

結
果
を
發
表
す
る
と
云
つ
て
居
り
、
さ
き
に
6
耳
義
に 

於
け
る
救
濟
委
員V 」

し
て
歐
洲
に
出
張
中
交
®
S

M
 

に
諸
中
立
國
に
於
け
る
食
料
政
策
に
就
て
■多
太
の
硏
究 

?:
な

じ

つ
>
あ

ぅ

しHerbert 

0
. 

H
o
o
v
e
r

氏
次
新
' 

國
防
委
員
省
食
料
都
長
.の
，重
任
に
就
.い
て
、
It
M
■
目 

の

經

驗

は

.悉

く

之

を

參

考

に

供

し

銜

ほ

之

に

一

步

を

進

第
十一

•卷

c

八
.：

一

九〕

雜

0
,

め
^
い

と

物

語

つ4
居

：る
P
.今
後

に

.
於

け

る

此

の

方

面 

の
政

策
乃
至

提
案
は
日

々
に
そ
の
步
を
進
め
'る
乙
と

で
 

あ
ら
ぅV

J

思
ふ

。
吾
人
は
，j 
'
と
先
づ
硏
货
時
代
の
現
狀 

を
叙
し
置
き
で
而
し
て
實
行
時
代
の
將
來
を

®
び
語

る
 

の
機
會
.を
得
む
こ
と
を

期
待
し
て
®
る
。(

千
九
百
十
七 

年
四
月
二
十
ニ
日
稿
了
>

第
六
號

ゴ


